
令和５年度 学校経営全体構想                        恵那市立恵那東中学校 

 

経営方針 

自己指導能力を高める学校づくり 

―スローガン― 

3本柱（「挨拶」「掃除」「合唱」）の上に「学習」

で 「いいね いっぱい」 

【学校の教育目標】 

 

知識を深め、心豊かに、躍動する生徒 

  

〈県・市の方針〉 
【県】 
◇ふるさとに誇りをもち、「清
流の国ぎふ」を担う子ども
たちの育成 

◇自立力・自己実現力・共生
力の育成 

 
【市】 
◇ふるさとを愛し、学び続け
る人を育てる 

◇主体性、社会性、郷土愛を
はぐくむ教育の推進 

◇未来をつくる 地域をつな
ぐ 人とつながる 学校 

〈学校課題〉 

・授業づくり 

・学級づくり 

・自分とふるさとを愛する子の育成 

・居場所づくりと家庭支援 

 

 

知識を深める子 

－確かな学力づくり－ 

学び合いの場の工夫を通して、授業の充実を図

る。 

○ タブレットを活用した学び合いの工夫  

○教科ならではの学習活動の工夫  

○ キーワードによる確実なまとめの実施 

○単元指導による適切な評価の位置づけ 

 

心豊かな子 

－思いやりと温かい人間関係づくり－ 

「いいね」を通して、自他の良さを認め合い、思い

やりの心を育む。 

〇「いいね！」活動の推進 

○ 「挨拶」による善い行いの励行 

○居場所のある学級づくり 

○日常的な実践による道徳教育の推進 

関わり合う子 

－やりぬく力づくり－ 

生徒会活動、掃除で、他者とともにやりぬく力を

身に付ける。 

○所属感、連帯感をはぐくむ生徒会活動の推進 

○ 「掃除」の充実  

○体育大会と合唱発表会「合唱」の充実 

○ セルフコントロールとセルフマネジメント 

○命を守る防災教育の推進 

土台 

〈生徒の実態> 

・ 「挨拶」「無言清掃」「合

唱」を取り組みの柱にし

て、日常の生活の質の向

上に取り組んでいる。 

・ 仲間の良さに気づける生

徒が多くなってきた。 

・ 欠席や別室登校の生徒

が多く、自己肯定に弱さ

が見られる。 

・ 自己指導能力に弱さが見

られる。 

 

 〈保護者や地域の願い>  

・相手の気持ちを想う生徒 

・自他の命を守れる生徒   

・進路決定できる生徒 

・規律ある生活習慣 

躍動する子 

－地域とのかかわりづくり－ 

地域の人や事物とのふれあいやボランティア活動

で、地域社会との関わり方（生き方）を学ぶ。 

○ ねらいが明確な総合的な学習の時間 

○ キャリア教育の推進 

○ 地域との連携した取り組みの推進 

○ 一人１ボランティアの推進 

【地域とともにある学校】 

・ ＰＴＡ及び小学校・高校との連携 

・ 大井、東野の振興事務所との連携 

・ 大井、東野の自治区、まちづくり推進協議会   

・ 防災連絡協議会 

・ 青少年健全育成市民会議 

・ 商工会議所、青年会議所 等 との連携 

【助け合える教職員】 

・ 「めざして－やって－たしかめて」の指導 

・ 「日常生活と行事は両輪」の考え方 

・ 職員一人一人の長所を生かし、弱点を補い合

えるチーム 

・ 情報を共有し、共通行動する職員集団 

・ 組織的な教育相談 


